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第第第第１４１４１４１４章章章章    

主主主主クリシュナのクリシュナのクリシュナのクリシュナの他界他界他界他界    

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

SaMPa[iSQaTae   Üark-aYaa&  iJaZ<aaE  bNDauidd*+aYaa ) 
jaTau& c Pau<Yaëaek-SYa k*-Z<aSYa c ivceiíTaMa( )) 1 )) 

 
süta uväca 

samprasthite dvärakäyäà 

jiñëau bandhu-didåkñayä 

jïätuà ca puëya-çlokasya 

kåñëasya ca viceñöitam 
 
 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; samprasthite—〜に⾏ったあ

と ; dvärakäyäm—ドゥヴァーラカーの都 ; jiñëau—アルジュナ ; bandhu—友人や親族達 ; 

didåkñayä—彼らに会うために; jïätum—知るために; ca—もまた; puëya-çlokasya—自らの栄

光がヴェーダ聖歌で歌われている人物の ; kåñëasya—主クリシュナの ; ca—そして ; 

viceñöitam—さらなる活動の計画。 
 
 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「アルジュナは、主シュリー・クリシュ

ナや友人たちに会いに、そして主が次になにをしようとしているのかを知るためにドゥヴァ

ーラカーに向かった」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 『バガヴァッド・ギーター』で言われているように、主は信心深い人々を守り、不敬な者

たちを滅ぼすために地上に降誕します。そして、クルクシェートラの戦争が終わり、マハー

ラージャ・ユディシュティラを王座に就けたことで、主の使命はまっとうされました。パー

ンダヴァ兄弟たち、特にシュリー・アルジュナは主の永遠の仲間であることから、アルジュ

ナは、主が次にどのような活動を考えているのかを聞きに、ドゥヴァーラカーに向かったの

でした。 
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第第第第２２２２節節節節    
    

VYaTaqTaa" k-iTaicNMaaSaaSTada NaaYaataTaae_JauRNa" ) 
ddXaR   gaaeræPaai<a   iNaiMataaiNa   ku-æÜh" )) 2 )) 

    

vyatétäù katicin mäsäs 

tadä näyät tato 'rjunaù 

dadarça ghora-rüpäëi 

nimittäni kurüdvahaù 
    

  vyatétäù—経過したあと; katicit—２、３の; mäsäù—月; tadä—その時; na äyät—戻らなか

った; tataù—そこから; arjunaù—アルジュナ; dadarça—見た; ghora—恐ろしい; rüpäëi—現わ

れ; nimittäni—さまざまな原因; kuru-udvahaù—マハーラージャ・ユディシュティラ。 
    

 数ヶ月が過ぎてもアルジュナはまだ戻ってこない。マハーラージャ・ユディシュティラは、

恐ろしい不吉な前兆を見るようになった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主シュリー・クリシュナ、最高人格主神は「永遠なる存在」と言われており、私たちが知

る太陽というもっとも強力な存在よりも強力な方です。主が１回呼吸をするあいだに、何億

何千という太陽が主によって作られ、また破壊されるのです。物質界にある太陽は、あらゆ

る生産力と物質エネルギーの源と考えられており、たった１つの太陽から、生活に必要な物

資が私たちに供給されています。ですから、主が地上にみずから存在していたとき、人類の

平和と繁栄に必要なものごと、とくに宗教と知識は、主がいたことで完璧に示されていまし

た。燃えさかる太陽という存在によって世界が光に満ちあふれているように。マハーラージ

ャ・ユディシュティラは、自分の王国に矛盾がいくつか起こっている様子が見え、そのため、

⻑く不在になっているアルジュナの⾝を案じ、ドゥヴァーラカーの幸福の知らせがまったく

ないことを不安に思うようになりました。こうして彼は、主クリシュナの他界が近づいてい

るのでは、と考えています。そうでなければ、このような恐ろしい不吉な前兆が見えるはず

がなかったのです。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

                       k-al/SYa  c  GaiTa& raEd]a& ivPaYaRSTaTauRDaiMaR<a" ) 
      PaaPaqYaSaq& Na*<aa& vaTaa| §-aeDal/ae>aaNa*TaaTMaNaaMa( )) 3 )) 
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kälasya ca gatià raudräà 

viparyastartu-dharmiëaù 

päpéyaséà nåëäà värtäà 

krodha-lobhänåtätmanäm 
    

 kälasya—永遠なる時の; ca—もまた; gatim—方向; raudräm—恐ろしい; viparyasta—逆⾏し

て; åtu—季節の; dharmiëaù—秩序; päpéyasém—罪深い; nåëäm—人類の; värtäm—生計の方

法; krodha—怒り; lobha—貪欲; anåta—欺瞞; ätmanäm—人々の。 
    

 彼は、永遠なる時の方向が変化したのを見た。じつに恐ろしい光景である。そして季節の

秩序が混乱をきたした。大衆は、貪欲、怒り、虚偽の質をつのらせている。また、彼らが不

正な手段で生計をたてるようになっていく様子を目のあたりにした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 人類文化が最高人格主神との愛情関係と切りはなされた状態におちいると、季節の移り変

わりが変化し、不正な手段を使った生活、貪欲、怒り、詐欺などの兆しがはびこるようにな

ります。季節の秩序が乱れると、ある季節の環境が別の季節に見られるようになる――雨期

が秋になったり、花が狂い咲きし、くだものが別の季節に実ったりする――ということです。

不信心な人間はいつの世でも貪欲、怒り、欺瞞に満ちています。そのような輩は、正規の市

場であろうと闇市場だろうと、どのような手段を使ってでも生計をたてようとします。マハ

ーラージャ・ユディシュティラが統治していた時代、このような兆しは、世に見られなかっ

たからこそ、かえって人目についたものでした。しかし、自分の王国で神聖な雰囲気にわず

かに異変が生じた様子に気づいてひじょうに驚き、やがて主が物質界から去っていくのでは、

という思いをそこはかとなく感じました。不正な手段による生計とは、定められた義務から

の逸脱も含まれます。ブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュードラなど、だれに

対しても、定められた義務が用意されているのですが、そのような義務をはたすことなく、

人の義務を自分の義務と主張する者は、不正で不適当な義務をはたしていることになります。

人生における高尚な目標を見失い、この地上での束の間の生涯がすべてだと思う人々は、富

や権力を飽くことなく求めるようになります。無知が、人間社会の異常な状態の元凶であり、

特にこの堕落の時代でこの無知を消しさるには、『シュリーマド・バーガヴァタム』という

姿で光を投げかける力強い太陽が用意されています。 

 

第第第第４４４４節節節節    
    

iJaøPa[aYa& VYavôTa& Xaa#yiMaé[& c SaaEôdMa( ) 
iPaTa*MaaTa*Sauôd(>a]aTa*dMPaTaqNaa&  c  k-Lk-NaMa( )) 4 )) 
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jihma-präyaà vyavahåtaà 

çäöhya-miçraà ca sauhådam 

pitå-mätå-suhåd-bhrätå- 

dam-paténäà ca kalkanam 
    

 jihma-präyam—騙している; vyavahåtam—すべての通常の取引において; çäöhya—二枚舌; 

miçram—〜へと悪化して; ca—そして; sauhådam—友好的で、好意を寄せる者に関して; 

pitå— 父 親 ; mätå— ⺟ 親 に 関 し て ; suhåt— 好 意 を 寄 せ る 者 ; bhrätå— 自 分 の 兄 弟 ; 

dam-paténäm—夫と妻に関して; ca—もまた; kalkanam—互いの口論。 
    

 一般の商取引やつきあいは、人々の騙しあいのためにけがれたものとなり、それは友人同

⼠にでさえ見られた。家族のあいだでは、父、⺟、子、好意を寄せる人々、兄弟たちのなか

でいつも誤解が生じ、妻と夫のあいだにも、緊張と口論が絶えなかった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 条件づけられた生命体は４つの欠陥、すなわち間違い、狂気、無能力、詐欺の質を持って

います。この４つが生命体の不完全さを表わしており、なかでも人を騙そうとする傾向がひ

ときわ目立っています。このような欺瞞の質が条件づけられた魂のうちにあるのは、もとも

と彼らは物質界を支配しようとする不自然な望みを満たすためにこの世界にいるからです。

純粋な境地にいる生命体はこの法則の影響を受けません。自分が至高の生物に永遠に仕える

立場にいることをよく知っているからであり、至高主の所有物をまちがって支配しようと気

持ちでいるよりは、奉仕の精神を持ちつづけることはいつでも正しいのです。条件づけられ

た状態にいる生命体は、たとえ自分が見渡すものすべての支配者になったとしても満たされ

ません。本当の支配者になったわけではないため、もっとも近い、あるいは親しい親族たち

も含むさまざまな欺瞞の犠牲者になります。満たされないそのような状況では、父と子、あ

るいは夫と妻のあいだにでさえ、調和などありえません。しかし、争いに満ちたこのような

苦境さえ、一つの方法で鎮めることができます。それが主への献愛奉仕です。欺瞞の世界は

主への献愛奉仕をとおした対応策で止められますし、それ以外に方法はありません。マハー

ラージャ・ユディシュティラは目のまえに起こっているさまざまな不均衡な兆しを見て、主

が地球から姿を消そうとしていると推測したのです。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

iNaiMataaNYaTYairíaiNa k-ale/ TvNauGaTae Na*<aaMa( ) 
l/ae>aaÛDaMaRPa[k*-iTa&    d*îaevacaNauJa&   Na*Pa" )) 5 )) 
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nimittäny atyariñöäni 

käle tv anugate nåëäm 

lobhädy-adharma-prakåtià 

dåñövoväcänujaà nåpaù 
    

 nimittäni—原因になる; ati—非常に重大な; ariñöäni—悪い兆し; käle—そのうちに; tu—し

かし; anugate—終わっている; nåëäm—一般大衆の; lobha-ädi—たとえば貪欲のような; 

adharma—無宗教; prakåtim—習慣; dåñövä—見ている; uväca—言った; anujam—弟; nåpaù—

王。 
    

 やがて大衆は、貪欲、怒り、うぬぼれなどをなんとも思わなくなっていった。このような

不吉な兆しを見たマハーラージャ・ユディシュティラは、弟に話しはじめた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ひじょうに敬虔な王だったマハーラージャ・ユディシュティラは、貪欲、怒り、無宗教、

欺瞞といった冷酷な気質が社会にあっというまにはびこる様を見て困惑しています。この節

の言葉からわかるように、当時の人々は堕落した社会にあるこのような兆しは経験したこと

がなく、そんな彼らにとって、カリ・ユガという争いの時代の到来はじつに驚くべき事態だ

ったのです。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

YauiDaiïr ovac 
SaMPa[eizTaae    Üark-aYaa&    iJaZ<aubRNDauidd*+aYaa ) 
jaTau& c Pau<Yaëaek-SYa k*-Z<aSYa c ivceiíTaMa( )) 6 )) 

    

yudhiñöhira uväca 

sampreñito dvärakäyäà 

jiñëur bandhu-didåkñayä 

jïätuà ca puëya-çlokasya 

kåñëasya ca viceñöitam 
    

 yudhiñöhiraù uväca—マハーラージャ・ユディシュティラが言った; sampreñitaù—〜に⾏っ

て; dvärakäyäm—ドゥヴァーラカー; jiñëuù—アルジュナ; bandhu—友人達; didåkñayä—会う

ために; jïätum—知ること; ca—もまた; puëya-çlokasya—人格主神の; kåñëasya—主シュリ
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ー・クリシュナの; ca—そして; viceñöitam—活動の予定。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラが弟のビーマセーナに言った。「私はアルジュナをド

ゥヴァーラカーに送り、友人に会い、人格主神クリシュナがこれからなにをするのか主御自

⾝から聞くよう頼んだ」。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

GaTaa" SaáaDauNaa MaaSaa >aqMaSaeNa TavaNauJa" ) 
NaaYaaiTa  k-SYa va heTaaeNaaRh& vededMaÅSaa )) 7 )) 

    

gatäù saptädhunä mäsä 

bhémasena tavänujaù 

näyäti kasya vä hetor 

nähaà vededam aïjasä 
    

 gatäù—⾏ってしまった; sapta—７; adhunä—現在まで; mäsäù—月; bhémasena—おおビー

マセーナよ; tava—あなたの; anujaù—弟; na—〜しない; äyäti—戻ってくる; kasya—なんの

ために; vä—あるいは; hetoù—理由; na—〜ない; aham—私; veda—知っている; idam—これ; 

aïjasä—実際に。 
    

 かれこれ６ヶ月が過ぎたというのに、かれはまだ戻ってこない。いったい向こうで何が起

こっているのか、私にはわからない。 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

AiPa devizR<aaidí" Sa k-al/ae_YaMauPaiSQaTa" ) 
YadaTMaNaae_(r)Maa§-I@&    >aGavaNauiTSaSa*+aiTa )) 8 )) 

    

api devarñiëädiñöaù 

sa kälo 'yam upasthitaù 

yadätmano 'ìgam äkréòaà 

bhagavän utsisåkñati 
    

 api—〜かどうか; deva-åñiëä—半神・聖者（ナーラダ）によって; ädiñöaù—教えた; saù—そ

れ; kälaù—永遠なる時; ayam—これ; upasthitaù—到着した; yadä—〜の時; ätmanaù—主自⾝

の; aìgam—完全部分; äkréòam—表われ; bhagavän—人格主神; utsisåkñati—終わろうとして

いる。 
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 デーヴァリシ・ナーラダがそれとなく語られたように、主は地上での娯楽を終わらせよう

とされているのだろうか。もうその時が来てしまっているのだろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 何度も話してきたように、最高人格主神・主シュリー・クリシュナは、無数の完全拡張体

を持ち、そのどれもが、等しい力をそなえていても別々の機能をはたします。『バガヴァッ

ド・ギーター』には主みずから語った言葉があり、そのどれもが、さまざまな完全部分体あ

るいは完全部分体の部分体を指しています。 

 「宗教活動が衰退するとき、また無宗教が台頭するときはいつでも、そしてどこでも、わ

たしはみずから降誕する」（第４章・第７節） 

 「敬虔な者を救い、邪悪な人間を滅ぼすために、また宗教原則を再確立させるために、わ

たしはすべての創造期をとおして降誕する」（第４章・第８節） 

 「わたしが活動をやめれば、全人類がまちがって導かれるだろう。わたしが望ましくない

人間を作りだす元凶になり、そのことで、全生命体の平和を破壊してしまうことになる」（第

３章・第24節） 

 「偉大な人物がすることに一般人も従う。また偉人が模範的な⾏動をとおしてしめす基準

に、世界も従おうとする」（第３章・第21節） 

 このような主の言葉は、主のさまざまな完全部分体、すなわちサンカルシャナ、ヴァース

デーヴァ、プラデュムナ、アニルッダ、ナーラーヤナといった主の拡張体を指しています。

これらはどれも、主の超越的な拡張体としての主自⾝ですが、主シュリー・クリシュナの場

合、さまざまな段階の献愛者たちと崇高な交流をしながら活動します。そしてなおかつ主ク

リシュナは、ブラフマーの時間の24時間（86億年）に１回、各宇宙に本来の姿で現われ、

そしてその崇高な娯楽すべてが規則的な一連の流れのなかで、各宇宙で展開されるのです。

しかしその規則的な流れで為される主クリシュナ、主ヴァースデーヴァなどの活動は、無知

な人々にとってはあまりにも複雑なため、理解できるものではありません。主自⾝と主の超

越的な体のあいだに違いはありません。拡張体はさまざまな活動を⾏ないますが、主が主シ

ュリー・クリシュナとして降誕するとき、主の他の完全部分体がヨーガマーヤーと呼ばれる

想像を絶する力で主と一体になり、そのためヴリンダーヴァナの主クリシュナは、マトゥラ

ーのクリシュナとも、そしてドゥヴァーラカーのクリシュナとも違っています。ヴィラート

ゥ・ルーパにしても、想像を絶する主の力ゆえに、主クリシュナと同じ存在ではありません。

クルクシェートラの戦場でしめされたヴィラートゥ・ルーパは、主の物質的観念の姿です。

ですから、一見、主クリシュナは狩人の矢で殺されたように見えるのですが、私たちは「主

がいわゆる物質的な体を物質界に残したもの」と理解しなくてはなりません。主はカイヴァ

リャ（kaivalya）であり、すべては主から作り出されたのですから、主には物質も精神もま
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ったく同じことです。ですから、主があるタイプの体を捨てたり、あるいは別の体を受けい

れたりしても、主がふつうの生命体だということではありません。このような活動はどれも、

主の想像を絶する力ゆえに、同時に一つ、そして異なっているのです。マハーラージャ・ユ

ディシュティラが、主の他界の可能性を嘆いているのは、一人の偉大な友人が他界していく

ことを嘆いているだけのことであり、じっさい主は、知性のない人たちが考えるように、そ

の超越的な体を捨ててしまうわけではありません。その程度の知性しかない人たちは、主自

⾝が『バガヴァッド・ギーター』で、ムーダという名前を使って非難しています。主が自分

の体を残していった、ということは、主がそれぞれのダーマ（dhäma・超越的な住居）に

完全部分体を残していったということです。ちょうど、主が物質界にヴィラートゥ・ルーパ

を残していったように。 

 

第第第第９９９９節節節節    
    

YaSMaaà" SaMPadae raJYa& dara" Pa[a<aa" ku-l&/ Pa[Jaa" ) 
AaSaNa(   SaPaÒivJaYaae   l/aek-aê   YadNauGa]haTa( )) 9 )) 

    

yasmän naù sampado räjyaà 

däräù präëäù kulaà prajäù 

äsan sapatna-vijayo 

lokäç ca yad-anugrahät 
    

 yasmät—〜である者から; naù—私達の; sampadaù—富; räjyam—王国; däräù—優れた妻; 

präëäù—命の存在; kulam—王家; prajäù—臣下達; äsan—可能になる; sapatna—競争者達; 

vijayaù—征服している; lokäù—高い惑星での将来の生活; ca—そして; yat—〜である者によ

って; anugrahät—〜の慈悲によって。 
    

 主の慈悲だけによって、私たちが得た王にふさわしい富、良妻、生活、子どもたち、臣下

への支配力、敵を破って得た勝利、将来高い惑星に住むことなどを可能にしたのである。な

にもかも、私たちへの主のいわれなき慈悲にほかならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 物質的な繁栄には、良き妻、幸せな家庭、充分な土地、賢い子ども、高貴な親族、競争者

に勝つこと、そして善⾏を積んで快適で充分な便宜を楽しめる天国の惑星に高められること

などが含まれます。このような便宜を手にいれるには、肉体労働や不正な手段でも得られる

のですが、至高主の慈悲があってこそ実現するものです。努力して得られる繁栄も、主の慈
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悲次第です。主の恩恵のほかに、いっしょうけんめい働くことも必要ですが、主が恩恵を授

けなかったら、ただ働くだけでは成功できません。カリ・ユガにいる現代人は、努力しさえ

すればいいと考え、至高主の恩恵が必要なわけではない、と言います。インド人のある有名

なサンニャーシーでさえ、シカゴで演説をしたときに至高主の恩恵を否定していました。し

かしヴェーダやシャーストラの見解は違います。『シュリーマド・バーガヴァタム』には、

成功できるのは主の許可次第である、と書かれています。マハーラージャ・ユディシュティ

ラは、自分が成功したのも主のおかげであることを真実として認めており、私たちも人生を

完璧な成功に導くためにも、偉大な献愛者や主の献愛者の足跡に従わなくてはなりません。

主の許可がなくても成功できるのであれば、医者はどんな患者でも治せるはずです。最新の

医学を使って苦しんでいる患者を治そうとしても、死は避けられないし、助からないと思わ

れていた患者が、とくに治療もしていないのに生きのびて驚かされることがあります。です

から結論として言えるのは、神の許可こそが、善悪すべての直接の原因だということです。

成功した人は、主の助けがあったからこそ富を得たのだ、と確信し、主に感謝しなくてはな

りません。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
    

PaXYaaeTPaaTaaàrVYaaga] idVYaaNa( >aaEMaaNa( SadEihk-aNa( ) 
daå<aaNa(   Xa&SaTaae_dUraÙYa&   Naae  buiÖMaaehNaMa( )) 10 )) 

    

paçyotpätän nara-vyäghra 

divyän bhaumän sadaihikän 

däruëän çaàsato 'düräd 

bhayaà no buddhi-mohanam 
    

 paçya—見よ; utpätän—妨害; nara-vyäghra—おお、⻁に匹敵する力を持つ者よ; divyän—空

で、あるいは天体の影響で起こっていること; bhaumän—地上での出来事; sa-daihikän—肉体

と心で起こっている物事; däruëän—恐ろしく危険な; çaàsataù—示している; adürät—近い

将来に; bhayam—危険; naù—私達の; buddhi—知性; mohanam—惑わせている。 
    

 よく見るのだ、トラの力を持つ男よ。いま多発し、危険きわまる天体の影響、地球による

反動、肉体の苦痛による苦しみは、私たちの知性を惑わせ、近い将来さらに迫ってくる危険

の予告なのだ。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 物質文明の発達とは、天体による影響、地球による反動、肉体・心理的苦痛による三重の

苦しみの反動がさらに高まることを意味しています。宇宙の星々の影響で、酷暑、酷寒、雨、

ひでり、そのあとの飢饉、病気、疫病など、数多くの災難が発生します。それらの災難が合

わさって、体と心の苦悩となって私たちを苦しめます。人間が作った物質科学では、このよ

うな三重の苦しみにはまったく太刀打ちできません。これらの苦しみは、至高主に動かされ

ているマーヤーという優位のエネルギーによる罰です。ですから、献愛奉仕をとおして主と

絶えずふれあっている献愛者は、人としての義務をはたしているからこそ、乱されることの

ない穏やかな境地にいつづけることができます。しかし、神の存在を信じないアスラたちは、

三重の苦しみを止めるためにさまざまな計画をたて、そのたびに失敗に直面しています。『バ

ガヴァッド・ギーター』（第７章・第 14 節）は、三様式という避けられない力のために、物

質エネルギーの反動にはぜったいに対抗できない、と明言しています。しかし、主の蓮華の

御足にすがって奉仕に没頭している人は、その力をいともたやすく克服することができます。 

 

第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

OvRi+abahvae  Maù& Sfu-rNTYa(r) PauNa" PauNa" ) 
vePaQauêaiPa ôdYae AaraÕaSYaiNTa iviPa[YaMa( )) 11 )) 

    
ürv-akñi-bähavo mahyaà 

sphuranty aìga punaù punaù 

vepathuç cäpi hådaye 

äräd däsyanti vipriyam 
    
 üru—太もも; akñi—目; bähavaù—腕; mahyam—私の内の; sphuranti—震えている; aìga—

体の左側; punaù punaù—何度も何度も; vepathuù—鼓動; ca—もまた; api—確かに; hådaye—

心臓の中の; ärät—恐れのために; däsyanti—示している; vipriyam—望ましくない物事。 
    
 私の体の左側、腿（もも）、腕、目は、震えつづけている。あまりの恐ろしさに心臓が激

しく鼓動している。どれも、これから望ましくないことが起こる前触れなのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 物質存在は、望ましくないものが渦巻く世界です。私たちを凌ぐ力によって、望んでもい

ないできごとが私たちに強いられるのですが、そのような不吉なできごとが物質自然界の三

様式の手によって起こっていることが私たちには見えません。目、腕、太ももが震えつづけ
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ているのは、これからなにか不吉なできごとが起こる前兆であると理解しなくてはなりませ

ん。このような望ましくない物事は山火事にたとえられています。だれかが山に入って火を

つけたわけでもないのに、自然に火が発生し、森に住む生き物たちは思いもよらない災禍に

みまわれるのです。その火は、人間の努力で消せるものではありません。消せるのは主の慈

悲だけです――森に水を注ぐために雲を送るのです。同じように、人生の不吉なできごとは、

どれほど計画を練っても止められません。主の慈悲だけが救いです。主は人類を目覚めさせ

るために本物の代表者を送り、その慈悲だけによって苦しみは取りのぞかれ、すべての災難

から救われるのです。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

iXavEzaeÛNTaMaaidTYaMai>araETYaNal/aNaNaa ) 
MaaMa(r)  SaarMaeYaae_YaMai>are>aTYa>aqåvTa( )) 12 )) 

    

çivaiñodyantam ädityam 

abhirauty analänanä 

mäm aìga särameyo 'yam 

abhirebhaty abhéruvat 
    

 çivä—ジャッカル; eñä—これ; udyantam—昇っている; ädityam—太陽に; abhi—〜に向かっ

て ; rauti—泣き叫んでいる ; anala—火 ; änanä—顔 ; mäm—私に ; aìga—おおビーマよ ; 

särameyaù—犬; ayam—これ; abhirebhati—〜に吠えかかる; abhéru-vat—恐れることなく。 
    

 ビーマ、よく見よ。日の出にむかって雌のジャッカルが口から火を吐きながら吼え、犬は

おじけることなく私に牙をむいて吠えかかっている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 これらが、将来起こるだろう不吉な兆しをほのめかしています。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

XaSTaa" ku-vRiNTa Maa& SaVYa& di+a<a& PaXavae_Pare ) 
vaha&ê   PauåzVYaaga]  l/+aYae  ådTaae  MaMa )) 13 )) 

    

çastäù kurvanti mäà savyaà 

dakñiëaà paçavo 'pare 

vähäàç ca puruña-vyäghra 

lakñaye rudato mama 
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 çastäù—牛のような有益な動物達; kurvanti—留まっている; mäm—私を; savyam—左側; 

dakñiëam—回っている; paçavaù apare—ロバのような他の下等な動物達; vähän—馬（運搬

者）; ca—もまた; puruña-vyäghra—人間の中の⻁よ; lakñaye—私は見ている; rudataù—泣いて

いる; mama—私のもの。 

 ビーマよ、人類のなかの⻁よ。いま、牛のような価値ある動物たちが私の左側をとおり、

ロバのような下等な動物らが私のまわりを回っている。私の馬は、この様子を見て涙を流し

ている。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

Ma*TYaudUTa" k-PaaeTaae_YaMaulU/k-" k-MPaYaNa( MaNa" ) 
Pa[TYaulU/k-ê   ku-ûaNaEivRì&  vEéUNYaiMaC^Ta" )) 14 )) 

    
måtyu-dütaù kapoto 'yam 

ulükaù kampayan manaù 

pratyulükaç ca kuhvänair 

viçvaà vai çünyam icchataù 
    
 måtyu—死; dütaù—〜の使者; kapotaù—ハト; ayam—この; ulükaù—フクロウ; kampayan—

震えている ; manaù—心 ; pratyulükaù—フクロウの競争相手（カラス） ; ca—そして ; 

kuhvänaiù—けたたましい叫び声; viçvam—宇宙; vai—どちらも; çünyam—空虚; icchataù—望

んでいる。 
    
 見よ！ このハトはまるで死の使いのようではないか。フクロウ、そしてそのライバルの

カラスたちのけたたましい叫び声が私の心を震えさせている。あたかも全宇宙を虚無の世界

にしたがっているように見える。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

DaUMa]a idXa" PairDaYa" k-MPaTae >aU" Sahaid]i>a" ) 
iNagaaRTaê  Maha&STaaTa  Saak&- c STaNaiYaÒui>a" )) 15 )) 

    
dhümrä diçaù paridhayaù 

kampate bhüù sahädribhiù 

nirghätaç ca mahäàs täta 

säkaà ca stanayitnubhiù 
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 dhümräù—煙い; diçaù—あらゆる方角; paridhayaù—包囲; kampate—鼓動している; bhüù—

地球; saha adribhiù—丘や山と共に; nirghätaù—⻘空からの稲妻; ca—もまた; mahän—非常

に強烈な; täta—おおビーマよ; säkam—〜と共に; ca—もまた; stanayitnubhiù—雲のない雷

の轟き。 
    
 雲が空を覆い隠している様を見よ。大地も山々も震えているようだ。雲のない雷、そして

⻘空に光る稲妻を見よ。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

vaYauvaRiTa  %rSPaXaaeR  rJaSaa  ivSa*Ja&STaMa" ) 
ASa*Ga( vzRiNTa Jal/da bq>aTSaiMav SavRTa" )) 16 )) 

    
väyur väti khara-sparço 

rajasä visåjaàs tamaù 

asåg varñanti jaladä 

bébhatsam iva sarvataù 
    
 väyuù—風; väti—吹いている; khara-sparçaù—鋭く; rajasä—土ぼこりによって; visåjan—作

っている; tamaù—暗闇; asåk—血; varñanti—降らせている; jaladäù—雲; bébhatsam—悲惨な; 

iva—〜のような; sarvataù—あらゆる場所に。 
    
 風が吹き荒れ、埃をそこかしこに巻きあげ、闇を作りだしている。雲はむごたらしい災難

の雨を全世界に降らせている。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

SaUYa| hTaPa[>a& PaXYa Ga]hMad| iMaQaae idiv ) 
SaSax(ku-lE/>aURTaGa<aEJvRil/Tae  wv raedSaq )) 17 )) 

    
süryaà hata-prabhaà paçya 

graha-mardaà mitho divi 

sasaìkulair bhüta-gaëair 

jvalite iva rodasé 
    
 süryam—太陽; hata-prabham—衰えているその光線; paçya—見よ; graha-mardam—星々の

衝突; mithaù—互いに; divi—空で; sa-saìkulaiù—〜と混ざり合って; bhüta-gaëaiù—生命体達
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によって; jvalite—発火して; iva—〜かのように; rodasé—泣いている。 
    
 太陽の光は衰え、星々は互いに争っているようだ。困惑した生命体たちがあたかも火に焼

かれ、そして泣いているように見える。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

NaÛae  Nadaê  +aui>aTaa"  Sara&iSa  c MaNaa&iSa c ) 
Na Jvl/TYaiGanraJYaeNa k-al/ae_Ya& ik&- ivDaaSYaiTa )) 18 )) 

    
nadyo nadäç ca kñubhitäù 

saräàsi ca manäàsi ca 

na jvalaty agnir äjyena 

kälo 'yaà kià vidhäsyati 
    
 nadyaù—川; nadäù ca—そして支流; kñubhitäù—すべてが混乱して; saräàsi—貯水池; ca—

そして; manäàsi—心; ca—もまた; na—〜しない; jvalati—火をつける; agniù—火; äjyena—

バターの助けで; kälaù—時期; ayam—異常な事態; kim—何; vidhäsyati—起こるだろう。 
    
 川、支流、池、湖、心、どれも混乱をきたしている。バターは火を作りだすこともない。

なんという異常な時が来たのだ。なにが起ころうとしているのだろう。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

Na iPabiNTa STaNa& vTSaa Na duùiNTa c MaaTar" ) 
ådNTYaé[uMau%a  Gaavae  Na  ôZYaNTYa*z>aa v]Jae )) 19 )) 

    
na pibanti stanaà vatsä 

na duhyanti ca mätaraù 

rudanty açru-mukhä gävo 

na håñyanty åñabhä vraje 
    
 na—〜しない; pibanti—吸う; stanam—乳房; vatsäù—仔牛; na—〜しない; duhyanti—乳を

絞ることを許す; ca—もまた; mätaraù—雌牛; rudanti—泣いている; açru-mukhäù—涙にくれ

た顔で; gävaù—牝牛; na—〜しない; håñyanti—喜びを感じる; åñabhäù—雄牛; vraje—牧草地

で。 
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 仔牛は雌牛の乳首を吸おうとせず、雌牛も乳を与えようとしない。かれらは立ちつくし、

泣きつづけ、目に涙をうかべ、雄牛たちは牧草地でたわむれることさえ楽しもうとしない。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

dEvTaaiNa ådNTaqv iSvÛiNTa ùuÀl/iNTa c ) 
wMae  JaNaPada  Ga]aMaa"   PauraeÛaNaak-raé[Maa" ) 
>a]íié[Yaae iNaraNaNda" ik-Maga& dXaRYaiNTa  Na" )) 20 )) 

    
daivatäni rudantéva 

svidyanti hy uccalanti ca 

ime jana-padä grämäù 

purodyänäkaräçramäù 

bhrañöa-çriyo niränandäù 

kim aghaà darçayanti naù 
    
 daivatäni—寺院の神像; rudanti—泣いているように見える; iva—そのように; svidyanti—

汗をかいている; hi—確かに; uccalanti—あたかも出ていくかのように; ca—もまた; ime—こ

れら; jana-padäù—都市; grämäù—村; pura—町; udyäna—庭園; äkara—鉱山; äçramäù—庵な

ど; bhrañöa—devoid of; çriyaù—beauty; niränandäù—bereft of all happiness; kim—what sort of; 

agham—calamities; darçayanti—shall manifest; naù—to us. 
    
 神像は寺院で泣き、嘆き、そして汗を流しているように見える。そしていましも、その場

から立ちさろうとしているようだ。都市、村、町、庭園、鉱山、庵など、どこも美しさを失

い、幸せのきざしは消え失せてしまった。どのような災難が私たちを待ちうけているのか、

私にはわからない。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
    

MaNYa WTaEMaRhaeTPaaTaENaURNa& >aGavTa" PadE" ) 
ANaNYaPauåzé[qi>ahsNaa  >aUhRTaSaaE>aGaa )) 21 )) 

    
manya etair mahotpätair 

nünaà bhagavataù padaiù 

ananya-puruña-çrébhir 

hénä bhür hata-saubhagä 
    



 16 

 manye—私は当然のことと思う; etaiù—これらすべてによって; mahä—偉大な; utpätaiù—

高まり ; nünam—〜の欠如のために ; bhagavataù—人格主神の ; padaiù—足の裏の印 ; 

ananya—異常な ; puruña—最高人格者の ; çrébhiù—吉兆な印によって ; hénä—奪われて ; 

bhüù—地球; hata-saubhagä—幸運がない。 
    
 思うに、地上に現われているこの混乱は、世界の幸運が大きくそこなわれる前兆なのだろ

う。世界は、主の蓮華の御足の跡が大地に残されていたからこそ幸運に恵まれていた。これ

らの兆しは、もうそのような幸運には見放されていくことをほのめかしている。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

wiTa   icNTaYaTaSTaSYa   d*íairíeNa  ceTaSaa ) 
raj" Pa[TYaaGaMad( b]øNa( YaduPauYaaR" k-iPaßJa" )) 22 )) 

    
iti cintayatas tasya 

dåñöäriñöena cetasä 

räjïaù pratyägamad brahman 

yadu-puryäù kapi-dhvajaù 
    
 iti—このように ; cintayataù—自分で考えていたとき ; tasya—彼 ; dåñöä—見ることで; 

ariñöena—不吉な兆し; cetasä—心で; räjïaù—王; prati—戻る; ägamat—来た; brahman—おお、

ブラーフマナよ; yadu-puryäù—ヤドゥ家の王国から; kapi-dhvajaù—アルジュナ。 
    
 おお、ブラーフマナ・シャウナカよ。マハーラージャ・ユディシュティラが地上に不吉な

兆しを見ながら、このように考えていたとき、アルジュナがヤドゥ家の都（ドゥヴァーラカ

ー）から帰還した。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節    
    

Ta&     PaadYaaeiNaRPaiTaTaMaYaQaaPaUvRMaaTaurMa( ) 
ADaaevdNaMaiBbNdUNa( Sa*JaNTa& NaYaNaaBJaYaae" )) 23 )) 

    
taà pädayor nipatitam 

ayathä-pürvam äturam 

adho-vadanam ab-bindün 

såjantaà nayanäbjayoù 
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 tam— 彼 （ ア ル ジ ュ ナ ） を ; pädayoù— そ の 足 に ; nipatitam— お 辞 儀 を し て い る ; 

ayathä-pürvam— 前 例 の な い ; äturam— 失 望 し て ; adhaù-vadanam— う な だ れ た 顔 ; 

ap-bindün—水のしずく; såjantam—作っている; nayana-abjayoù—蓮華のような目から。 
    
 王は、その足に向かってお辞儀をしたとき、それまで見たことのない失望がかれの顔に刻

まれている様を見た。深くうなだれ、その蓮華の目からはとめどなく涙が流れている。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
    

ivl/aeKYaaeiÜGanôdYaae  ivC^aYaMaNauJa& Na*Pa" ) 
Pa*C^iTa SMa SauôNMaDYae Sa&SMaràardeirTaMa( )) 24 )) 

    
vilokyodvigna-hådayo 

vicchäyam anujaà nåpaù 

påcchati sma suhån madhye 

saàsmaran näraderitam 
    
 vilokya—見ることで; udvigna—不安; hådayaù—心; vicchäyam—⻘ざめた表情; anujam—ア

ルジュナ; nåpaù—王; påcchati sma—尋ねた; suhåt—友人達; madhye—〜の中で; saàsmaran—

思い出している; närada—聖者ナーラダ; éritam—〜で示されている。 
    
 苦渋と不安のために⻘ざめたアルジュナの表情を見た王は、聖者ナーラダの教えを思いだ

し、友人たちのまえで、アルジュナに尋ねた。 

 

第第第第２５２５２５２５節節節節    
    

YauiDaiïr ovac 
k-iÀdaNaTaRPauYaa| Na" SvJaNaa" Sau%MaaSaTae ) 

    MaDau>aaeJadXaahaRhRSaaTvTaaNDak-v*Z<aYa" )) 25 )) 
    

yudhiñöhira uväca 

kaccid änarta-puryäà naù 

sva-janäù sukham äsate 

madhu-bhoja-daçärhärha- 

sätvatändhaka-våñëayaù 
    
 yudhiñöhiraù uväca—ユディシュティラが言った; kaccit—〜かどうか; änarta-puryäm—ド
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ゥヴァーラカーの; naù—私達の; sva-janäù—親族達; sukham—幸せに; äsate—日々をすごし

ている ; madhu—マドゥ ; bhoja—ボージャ ; daçärha—ダシャールハ ; ärha—アールハ ; 

sätvata—サートゥヴァタ; andhaka—アンダカ; våñëayaù—ヴリシュニ家の。 
    
 マハーラージャ・ユディシュティラが言う。「弟よ。マドゥ、ボージャ、ダシャールハ、

アールハ、サートゥヴァタ、アンダカ、そしてヤドゥ家の人々など、私の友人や親族たちは

幸せに暮らしているのだろうか」 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
    

éUrae MaaTaaMah" k-iÀTSvSTYaaSTae vaQa Maairz" ) 
MaaTaul/"  SaaNauJa"   k-iÀTku-XaLYaaNak-duNdui>a" )) 26 )) 

    
çüro mätämahaù kaccit 

svasty äste vätha märiñaù 

mätulaù sänujaù kaccit 

kuçaly änakadundubhiù 
    
 çüraù—シューラセーナ; mätämahaù—⺟方の祖父; kaccit—〜かどうか; svasti—すべて順

調な; äste—日々を過ごしている; vä—あるいは; atha—ゆえに; märiñaù—尊い; mätulaù—⺟

方の伯父 ; sa-anujaù—弟達と共に ; kaccit— 〜かどうか ; kuçalé—全員が健康である ; 

änaka-dundubhiù—ヴァスデーヴァ。 
    
 私の高貴な祖父シューラセーナ様は安らかに暮らしておられるだろうか。そして、⺟方の

伯父ヴァスデーヴァ様、弟の皆様は元気でおられるだろうか。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
    

Saá SvSaarSTaTPaTNYaae MaaTaul/aNYa" SahaTMaJaa" ) 
AaSaTae Saòuza"  +aeMa&  devk-IPa[Mau%a" SvYaMa( )) 27 )) 

    
sapta sva-säras tat-patnyo 

mätulänyaù sahätmajäù 

äsate sasnuñäù kñemaà 

devaké-pramukhäù svayam 
    
 sapta—７; sva-säraù—自分の姉妹達; tat-patnyaù—彼の妻達; mätulänyaù—⺟方の叔⺟; 
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saha—〜と共に; ätma-jäù—息子と孫達; äsate—〜はすべて; sasnuñäù—彼女達の義理の娘達; 

kñemam—幸福; devaké—デーヴァキー; pramukhäù—〜を筆頭に; svayam—個人的に。 
    
 デーヴァキーをはじめとした７人の奥方たちは全員が姉妹だ。あの方たち、そしてご子息

たち、義理のご息女たちは、みな幸せに暮らしているのか。 

 

第第第第２８−２９２８−２９２８−２９２８−２９節節節節    
    

k-iÀd]aJaahuk-ae  JaqvTYaSaTPau}aae_SYa  caNauJa" ) 
ôdqk-"    SaSauTaae_§U-rae   JaYaNTaGadSaar<aa" )) 28 )) 
AaSaTae  ku-Xal&/  k-iÀÛe  c  Xa}auiJadadYa" ) 
k-iÀdaSTae Sau%& raMaae >aGavaNa( SaaTvTaa& Pa[>au" )) 29 )) 

    
    

kaccid räjähuko jévaty 

asat-putro 'sya cänujaù 

hådékaù sasuto 'krüro 

jayanta-gada-säraëäù 

äsate kuçalaà kaccid 

ye ca çatrujid-ädayaù 

kaccid äste sukhaà rämo 

bhagavän sätvatäà prabhuù 
    
 kaccit—〜かどうか; räjä—王; ähukaù—ウグラセーナの別名; jévati—今でも生きている; 

asat—邪悪な; putraù—息子; asya—彼の; ca—もまた; anujaù—弟; hådékaù—フリディーカ; 

sa-sutaù—息子クリタヴァルマーと共に ; akrüraù—アクルーラ ; jayanta—ジャヤンタ ; 

gada—ガダ; säraëäù—サーラナ; äsate—〜は彼ら全員; kuçalam—幸福に; kaccit—〜かどう

か; ye—彼ら; ca—もまた; çatrujit—シャトゥジトゥ; ädayaù—〜を筆頭に; kaccit—〜かどう

か ; äste—彼らは〜か ; sukham—順調な ; rämaù— バララーマ ; bhagavän— 人格主神 ; 

sätvatäm—献愛者の; prabhuù—保護者。 
    
 邪悪なカムサをご子息に持っておられたウグラセーナ様、そして弟様はいまでもご存命だ

ろうか。フリディーカと、その子クリヴァルマーは幸せだろうか。アクルーラ、ジャヤンタ、

ガダ、サーラナ、シャトゥルジトゥの皆様は幸せに暮らしておられるだろうか。そして、人

格主神であり、献愛者を守る方バララーマはいかがお過ごしか？ 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 パーンダヴァ兄弟たちの都市ハスティナープラは、現在のニューデリー近郊にあり、ウグ

ラセーナの王国はマトゥラーにありました。アルジュナは、ドゥヴァーラカーからデリーに

戻るときにマトゥラーを訪ねたはずですから、マトゥラーの王についての質問には根拠があ

ります。さまざまな親族の名前のなかでも、ラーマあるいはバララーマ、すなわち主クリシ

ュナの兄は、ここで「人格主神」と呼ばれています。それは、主バララーマは、主クリシュ

ナのプラカーシャ・ヴィグラハとしてのヴィシュヌ・タットゥヴァの拡張体だからです。至

高主は唯一絶対の方ですが、自分を他の無数の生命体に分⾝させました。ヴィシュヌ・タッ

トゥヴァ生命体は至高主の拡張体であり、そのすべてが主と質的にも量的にも同じです。し

かし、ジーヴァ・シャクティの拡張体、つまりふつうの生命体と主とはまったく異なるカテ

ゴリーです。ジーヴァ・シャクティとヴィシュヌ・タットゥヴァを同じ段階ものと考える者

は、非難されてしかるべきです。シュリー・ラーマ、すなわちバララーマは主の献愛者の保

護者です。バラデーヴァは献愛者たちの精神指導者として活動し、主のそのいわれのない慈

悲によって堕落した魂たちが救われるのです。シュリー・バラデーヴァは、主チャイタンニ

ャが降誕したときシュリー・ニテャーナンダ・プラブとして現われ、そしてその偉大な主ニ

テャーナンダ・プラブは、ジャガーイとマーダーイというどうしようもなく堕落した二人の

魂を救うことで、いわれのない慈悲をしめしました。ですから、ここで特に述べられている

ように、バララーマは主の献愛者の保護者です。主の神聖な恩寵があってこそ、私たちは至

高主シュリー・クリシュナに近づくことができるのですから、シュリー・バララーマは主の

慈悲の化⾝、精神指導者、純粋な献愛者を救う方です。 

 

第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

Pa[ÛuMan" SavRv*Z<aqNaa& Sau%MaaSTae MaharQa" ) 
GaM>aqrrYaae_iNaåÖae  vDaRTae  >aGavaNauTa )) 30 )) 

    
pradyumnaù sarva-våñëénäà 

sukham äste mahä-rathaù 

gambhéra-rayo 'niruddho 

vardhate bhagavän uta 
    
 pradyumnaù—プラデュムナ（主クリシュナの子）; sarva—すべて; våñëénäm—ヴリシュヌ

家の家族達の; sukham—幸福; äste—〜にいる; mahä-rathaù—偉大な将軍; gambhéra—深く; 

rayaù—利口さ; aniruddhaù—アニルッダ（主クリシュナの孫）; vardhate—繁栄している; 

bhagavän—人格主神; uta—〜に違いない。 
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 ヴリシュニ家の偉大な将軍であるプラデュムナ様はいかがおすごしか。幸せに暮らしてお

られるだろうか。人格主神の完全拡張体、アニルッダ様はつつがなくおすごしだろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 プラデュムナとアニルッダも人格主神の拡張体ですから、どちらもヴィシュヌ・タットゥ

ヴァです。主ヴァースデーヴァはドゥヴァーラカーで、自分の完全拡張体、すなわちサンカ

ルシャナ、プラデュムナ、アニルッダと超越的な娯楽を楽しんでおり、ここでアニルッダと

いう名前と関連づけて述べられているように、全員が人格主神と呼ばれています。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

Sauze<aêaådeZ<aê  SaaMbae JaaMbvTaqSauTa" ) 
ANYae c k-aiZ<aRPa[vra" SaPau}aa ‰z>aadYa" )) 31 )) 

    
suñeëaç cärudeñëaç ca 

sämbo jämbavaté-sutaù 

anye ca kärñëi-pravaräù 

saputrä åñabhädayaù 
    
 suñeëaù—スシェーナ; cärudeñëaù—チャールデーシュナ; ca—そして; sämbaù—サーンバ; 

jämbavaté-sutaù—ジャーンバヴァティーの子; anye—他の者達; ca—もまた; kärñëi—主クリ

シュナの子ども達; pravaräù—全員が指導者; sa-puträù—彼らの子ども達と共に; åñabha—リ

シャバ; ädayaù—〜など。 
    
 主クリシュナの主要な子たち、スシェーナ、チャールデーシュナ、ジャーンバヴァティー

の子サーンバ、リシャバ、そしてかれらの子どもたちは全員すこやかに暮らしているだろう

か。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 すでに述べられたように、主クリシュナは16,108人の女性と結婚し、それぞれ10人の子

をもうけています。つまり、16,108×10＝161,080人の子がいるということになります。

それぞれ成⻑し、さらに父親となって多くの子をもうけ、主には総勢1,610,800人ちかくの

家族がいたことになります。主は全生命体の父親であり、その数は計りしれません。ですか

ら、そのなかの数人だけが、地上にあるドゥヴァーラカーの主としての崇高な娯楽で交流者

になったのです。主がそれほどの家族を目に見える形で維持していたとしても、とくに驚く
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べきことではありません。主の立場と私たちの立場を比べないように心がけるべきであり、

少なくとも主の超越的な立場を少しでも理解すれば、私たちはそのことを簡単明瞭な真理と

して悟ることができます。ユディシュティラ王は、ドゥヴァーラカーにいる主の子どもや孫

たちについて尋ねましたが、とりわけ主要な名前だけを挙げています。その家族の構成員全

員の名前を思い出すのはとうていできないことだったからです。 

 

第第第第３２−３３３２−３３３２−３３３２−３３節節節節    
    

TaQaEvaNaucra"   XaaEre"   é[uTadevaeÖvadYa" ) 
SauNaNdNaNdXaqzR<Yaa Yae caNYae SaaTvTazR>aa" )) 32 )) 
AiPa SvSTYaaSaTae SaveR raMak*-Z<a>auJaaé[Yaa" ) 
AiPa SMariNTa ku-Xal/MaSMaak&- bÖSaaEôda" )) 33 )) 

    
tathaivänucaräù çaureù 

çrutadevoddhavädayaù 

sunanda-nanda-çérñaëyä 

ye cänye sätvatarñabhäù 

api svasty äsate sarve 

räma-kåñëa-bhujäçrayäù 

api smaranti kuçalam 

asmäkaà baddha-sauhådäù 
    
 tathä eva—同様に; anucaräù—絶えず共にいる者; çaureù—〜といった、主シュリー・クリ

シュナの; çrutadeva—シュルタデーヴァ; uddhava-ädayaù—ウッダヴァ、そして他の者達; 

sunanda—スナンダ; nanda—ナンダ; çérñaëyäù—他の指導者達; ye—彼ら全員; ca—そして; 

anye—他の者達; sätvata—解放された魂達; åñabhäù—最善の者達; api—〜かどうか; svasti—

健康に暮らしている; äsate—〜である; sarve—彼ら全員; räma—バララーマ; kåñëa—主クリ

シュナ; bhuja-äçrayäù—〜の保護下で; api—も〜かどうか; smaranti—思い出す; kuçalam—幸

福; asmäkam—私達について; baddha-sauhådäù—永遠の友人関係に縛られて。 
    
 そして、シュルタデーヴァ、ウッダヴァ、そして主といつも⾏動をともにするナンダ、ス

ナンダのような解放された魂たちは主バララーマとクリシュナに守られている。かれらは、

それぞれの職務を首尾よくこなしているだろうか。私たちとの友人としての絆で永遠に結ば

れているかれらは、私たちが幸せかどうか思ってくれているだろうか。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 ウッダヴァのような、主との変わらぬ仲間たちは全員が解放された魂であり、主クリシュ

ナの使命を実現させるために、主といっしょに物質界に降誕します。パーンダヴァ兄弟も解

放された魂であり、地上で主の崇高な娯楽をとおして主クリシュナに仕えるためにともに降

誕しました。『バガヴァッド・ギーター』（第４章・第８節）で言われているように、主と、

そして主と同じように解放された魂である交流者たちは、特定の間隔をおいて地球に降りて

きます。主はかれらをすべて覚えているのですが、主の交流者たちは、解放された魂ではあ

っても、タタシュタ・シャクティ（taöasthä çakti・主の中間エネルギー）という立場ゆえ

に忘れてしまいます。それが、ヴィシュヌ・タットゥヴァとジーヴァ・タットゥヴァの違い

です。ジーヴァ・タットゥヴァは主の極小の、そして力をそなえた部分体であり、そのため、

いつでも主に守られなくてはならない立場にいます。そして主は、そのような永遠な召使い

をいつでも喜んで守ろうとします。ですから、解放された魂は、自分を主のように自由な⾝

であるとか、主と同じ力を持っているとは考えませんし、どのような状況におかれても主の

保護を求めようとします。主に頼ろうとするこの解放された魂の思いは、魂そのものが本来

そなえているものです。解放された魂は火本体から出る火の粉のようなものであり、それは、

火から離れているのではなく、火とともにありさえすればその火の輝きを同じように表わす

ことができるからです。火本体から離れてしまった火の粉は、火の質はそなえていてもやが

て消えてしまいます。ですから、主の保護を拒否し、あるいは自分が主になってしまう者た

ちは、厳しく⻑いタパッシャをしても、精神的本質を知らないために、この物質界にふたた

びもどってきます。それが、すべてのヴェーダ経典の意見です。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

>aGavaNaiPa GaaeivNdae b]ø<Yaae >a¢-vTSal/" ) 
k-iÀTPaure  SauDaMaaRYaa& Sau%MaaSTae Sauôd(v*Ta" )) 34 )) 

    
bhagavän api govindo 

brahmaëyo bhakta-vatsalaù 

kaccit pure sudharmäyäà 

sukham äste suhåd-våtaù 
    
 bhagavän—人格主神、クリシュナ; api—もまた; govindaù—牛、感覚を活気づける者; 

brahmaëyaù—ブラーフマナ献愛者を強く愛して; bhakta-vatsalaù—献愛者に優しい; kaccit—

〜かどうか; pure—ドゥヴァーラカー・プリーで; sudharmäyäm—敬虔な集まり; sukham—幸

福; äste—楽しむ; suhåt-våtaù—友人達に囲まれて。 
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 主クリシュナ、最高人格主神、そして牛と感覚とブラーフマナに喜びを与える方、さらに

自分の献愛者を深くいつくしむ方は、友人たちに囲まれて、ドゥヴァーラカーに住む敬虔な

人々とのつどいを楽しんでおられるのだろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 主はこの特別の節で、バガヴァーン、ゴーヴィンダ、ブラフマニャ、バクタ・ヴァトゥサ

ラという名前で呼ばれています。主はbhagavän svayam（バハガヴァーン スヴァヤンム）、根源

の最高人格主神であり、すべての富、すべての力、すべての知識、すべての美しさ、すべて

の名声、すべての放棄心をそなえた方です。主に等しく、そして優る者はいません。主は牛

と感覚に喜びを与えるため、その名をゴーヴィンダといいます。主への献愛奉仕をとおして

感覚を純粋にした人は、主にほんとうの奉仕を捧げることができ、その純粋になった感覚か

ら超越的な喜びを感じることができます。純粋ではなく、条件づけられた生命体だけが、感

覚からまったく喜びを得ることができず、まちがった感覚の喜びに惑わされているため、感

覚の召使いになっています。ですから私たちは、自分の利益のためにも主に守られなくては

なりません。主は牛とブラーフマナの文化を守る方です。牛もブラーフマナ文化も守られて

いない社会は主に直接守られることはなく、それは、刑務所にいる囚人たちは王に守られて

いるのではなく、王の冷酷な代理人に守られている状態と同じです。社会のなかで牛が守ら

れる、少なくとも社会の一部でブラーフマナの気質の修養されていなければ、人間文化は少

しも繁栄することはできません。ブラーフマナの文化をとおして眠っている徳の気質、すな

わち誠実さ、平静さ、感覚の抑制、忍耐心、率直さ、一般的知識、超越的知識、ヴェーダの

知恵に対する堅い信念が高まることでブラーフマナになり、主をありのままに見ることがで

きるようになります。そして、ブラーフマナとしての完成の境地を得たあとに主の献愛者に

なり、所有者、主人、友人、息子、愛する者という姿をとおして、主の愛情を手に入れるこ

とができます。主の超越的な愛情を引きつけることのできる献愛者の境地は、上記のような

ブラーフマナの質を高めてこそ得られるものです。主が惹かれるのはブラーフマナの気質で

あって、偽の名声ではありません。ブラーフマナよりも劣る質を持つ人は、主とどのような

関係も築くことはできません。それは、木と土には関係があっても、木がなければ土だけで

火をおこすことができない状況と同じです。主はみずからのうちで完璧な方ですから、主が

幸せかどうかを尋ねる必要はなく、マハーラージャ・ユディシュティラもそのような質問は

していません。だから、主が住んでいる場所、つまりドゥヴァーラカー・プリーという敬虔

な人々が集まっている場所について尋ねているのです。主は、敬虔な人々がつどうところに

しかいませんし、至高の真理が讃えられるところいることに喜びを感じます。マハーラージ

ャ・ユディシュティラは、ドゥヴァーラカーの都に住む敬虔な人々のこと、そしてかれらの

⾏ないについて知りたがっていたのです。 
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第第第第３５−３６３５−３６３５−３６３５−３６節節節節    
    

Ma(r)l/aYa  c  l/aek-aNaa& +aeMaaYa c >avaYa c ) 
AaSTae Yaduku-l/aM>aaeDaavaÛae_NaNTaSa%" PauMaaNa( )) 35 )) 
YaØahud<@GauáaYaa&   SvPauYaa|   Yadvae_icRTaa" ) 
§-I@iNTa   ParMaaNaNd&   MahaPaaEåizk-a   wv )) 36 )) 

    
maìgaläya ca lokänäà 

kñemäya ca bhaväya ca 

äste yadu-kulämbhodhäv 

ädyo 'nanta-sakhaù pumän 
    

yad bähu-daëòa-guptäyäà 

sva-puryäà yadavo 'rcitäù 

kréòanti paramänandaà 

mahä-pauruñikä iva 
    
 maìgaläya—あらゆる善のために; ca—もまた; lokänäm—全惑星の; kñemäya—保護のため

に ; ca— そ し て ; bhaväya— 高 ま り の た め に ; ca— も ま た ; äste— そ こ に い る ; 

yadu-kula-ambhodhau—ヤドゥ王家という海の中に; ädyaù—根源の方; ananta-sakhaù—アナ

ン タ （ バ ラ ラ ー マ ） と の 集 ま り の 中 で ; pumän— 至 上 の 享 楽 者 ; yat— 誰 の も の ; 

bähu-daëòa-guptäyäm—主の軍隊に守られて; sva-puryäm—主の都市の中で; yadavaù—ヤド

ゥ王家の人々; arcitäù—彼らはその価値がある; kréòanti—味わっている; parama-änandam—

超越的な喜び; mahä-pauruñikäù—精神界の住⺠達; iva—〜のように。 
    
 根源の人格主神である享楽者、そして原初の主アナンタであるバララーマは、全宇宙の幸

福、保護、普遍的な発達のために、ヤドゥ王家という海にとどまっておられる。そしてヤド

ゥ王家の人々は、主の軍隊に守られているため、精神界の住人のように生活を楽しんでいる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 これまでなんども話しあってきたように、人格主神ヴィシュヌは、ガルボーダカシャーイ

ー・ヴィシュヌとクシーローダカシャーイー・ヴィシュヌという２つの能力ですべての宇宙

のなかに住んでいます。クシーローダカシャーイー・ヴィシュヌは宇宙の北側の頂点に自分

の惑星を持っており、巨大な乳海に浮かぶバラデーヴァの化⾝アナンタのベッドの上に住ん

でいます。そのことからマハーラージャ・ユディシュティラは、ヤドゥ王家を乳海と、そし

てシュリー・バラデーヴァを主クリシュナが住んでいるアナンタと比較しています。私たち
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が自分の目で見られる物質界をはるかに超えたところに、そして宇宙の７層の覆いを超えた

ところに原因の海があり、そこにフットボールのような形をしたすべての宇宙が浮かび、そ

の原因の海を越えたところに、ブラフマンの光輝として一般的に知られている無限の精神界

があります。この光輝のなかには無数の精神的惑星が存在し、ヴァイクンタ惑星として知ら

れています。そのヴァイクンタ惑星すべては、物質界にある最大の宇宙よりも遙かに巨大で、

そのそれぞれに、主ヴィシュヌとまったく同じ姿をした無数の住⺠たちが住んでいます。そ

の住人たちはマハー・パウルシカ（Mahä-pauruñika）、すなわち主の奉仕に直接従事して

いる人々、と呼ばれています。かれらはそれらの惑星のなかで幸せに暮らしており、苦しみ

もなく、完全な若々しさで永遠に住み、喜びと知識に満ち、誕生・死・老年・病気のない、

そしてカーラ・永遠の時に影響されずに生活を満喫しています。マハーラージャ・ユディシ

ュティラは、ドゥヴァーラカーの住人をヴァイクンタにいるマハー・パウルシカと比較して

いますが、それはかれらが主と幸せに生きているからです。『バガヴァッド・ギーター』に

は ヴ ァ イ ク ン タ ロ ー カ に つ い て 多 く 記 述 さ れ て お り 、 そ こ で は マ ド ゥ ・ ダ ー マ

（mad-dhäma）、主の王国と述べられています。 

 

第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

YaTPaadéué[Uz<aMau:Yak-MaR<aa 
  SaTYaadYaae ÜyíSahóYaaeizTa" ) 
iNaiJaRTYa Sa&:Yae i}adXaa&STadaiXazae 
  hriNTa vJa]aYauDavç>aaeicTaa" )) 37 )) 

    
yat-päda-çuçrüñaëa-mukhya-karmaëä 

satyädayo dvy-añöa-sahasra-yoñitaù 

nirjitya saìkhye tri-daçäàs tad-äçiño 

haranti vajräyudha-vallabhocitäù 
    
 yat—〜である者の; päda—足; çuçrüñaëa—快適さの管理; mukhya—もっとも重要なこと; 

karmaëä— 〜 の ⾏ 動 に よ っ て ; satya-ädayaù— サ テ ャ バ ー マ ー を 筆 頭 と す る 女 王 達 ; 

dvi-añöa—８の２倍; sahasra—1000; yoñitaù—その女性; nirjitya—征服することで; saìkhye—

戦場で; tri-daçän—天国の住人達の; tat-äçiñaù—半神達によって楽しまれるもの; haranti—取

りさる; vajra-äyudha-vallabhä—雷を支配する人物の妻達; ucitäù—価値がある。 
    
 サテャバーマーを筆頭とするドゥヴァーラカーの女王たちは、すべての奉仕のなかでもっ

とも重要な「主の蓮華の御足を快適に保つこと」だけで、半神を打ち破るよう主に求めた。

こうしてかのじょたちは、雷の支配者の妻たちに与えられた特権を楽しんだのである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 サテャバーマー（Satyabhämä）  ドゥヴァーラカーにおける主シュリー・クリシュナの

主要な女王の一人。主クリシュナはナラカースラを殺したあと、サテャバーマーを伴ってナ

ラカースラの宮殿を訪ねました。またともにインドラローカにも⾏き、シャチーデーヴィー

に迎えられ、シャチーデーヴィーは半神たちの⺟であるアディティにサテャバーマーを紹介

しました。アディティはサテャバーマーをたいそう気にいり、主クリシュナが地上にとどま

っているかぎり、永遠に若さを保っていられる恩恵を授けました。またアディティはかのじ

ょを、天界の惑星の半神たちが持つ特権を見せるために案内します。サテャバーマーは天界

に咲くパーリジャータの花を見たとき、それをドゥヴァーラカーにある自分の宮殿に持ち帰

りたいと思いました。ドゥヴァーラカーに戻ったかのじょは、自分の宮殿にパーリジャータ

の花を咲かせたいと夫にねだります。その宮殿は高価な宝石で飾られ、焼けつくような夏の

あいだでも、まるで冷房がきいているかのように宮殿内部は涼しく保たれていました。かの

じょは、すばらしい夫がここにいることを告げるかのように宮殿をさまざまな旗で飾りまし

た。あるとき、夫とともにドゥラウバディーと会い、どうすれば夫を喜ばせられるかドゥラ

ウバディーから学びたいと思いました。ドゥラウバディーはそのことにたいへん精通してい

た女性です。なんといっても、５人の夫、つまりパーンダヴァ兄弟という夫たちを持ち、そ

のだれもがドゥラウバディーに心から満足していたからです。ドゥラウバディーの教えを授

かったかのじょはとても喜び、心からの祝福を贈り、ドゥヴァーラカーに戻っていきました。

サテャバーマーはサトゥラージトゥの娘です。主クリシュナが他界したあと、アルジュナが

ドゥヴァーラカーを訪ねたとき、サテャバーマーやルクミニーを含むすべての女王たちは主

を思って深く嘆き悲しみました。人生の終焉を迎えるときには、厳しい苦⾏をするために森

に入っていきました。 

 サテャバーマーは天界の惑星からパーリジャータの花を持ってきてくれるよう夫にせが

み、そして主は、ありきたりの夫として妻を喜ばせるために品物を手にいれるために、半神

たちから無理やり奪いとりました。すでに説明したことですが、主は、多くの妻たちがなに

かを言いつけても、ふつうの男性のようにそれを叶えてあげることにとくに頓着しているわ

けではありません。しかし、女王たちが優れた献愛奉仕をし、主がどんな状況でも快適に暮

らせるように気を遣っていてくれたからこそ、忠実で申し分のない夫として役割を演じてい

ました。地球に住む人間が天界からなにかを手にいれることなど、とくに半神だけが使って

いるパーリジャータの花を手にいれることなどありえないことです。それでも、女王たちは

忠実な妻として仕えていたからこそ、天界の住人の偉大な妻の特権を楽しむことができまし

た。言いかえれば、主は自分が作った創造界にあるものすべての所有者ですから、ドゥヴァ

ーラカーの女王たちには、宇宙のどこからであろうと、ひじょうに珍しいものを手にいれる

ことなど、とくに驚くことでもなかったのです。 
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第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

YaØahud<@a>YaudYaaNauJaqivNaae 
  YaduPa[vqra  ùku-Taae>aYaa  Mauhu" ) 
AiDa§-MaNTYax(iga]i>araôTaa& bl/aTa( 
  Sa>aa& SauDaMaa| SaurSataMaaeicTaaMa( )) 38 )) 

    
yad bähu-daëòäbhyudayänujévino 

yadu-pravérä hy akutobhayä muhuù 

adhikramanty aìghribhir ähåtäà balät 

sabhäà sudharmäà sura-sattamocitäm 
    
 yat—〜である者の; bähu-daëòa—軍隊; abhyudaya—〜に影響されて; anujévinaù—いつも

住んでいる; yadu—ヤドゥ王家の人々; pravéräù—偉大な英雄達; hi akutobhayäù—あらゆる状

況でも恐れのない; muhuù—絶えず; adhikramanti—旅している; aìghribhiù—足で; ähåtäm—

もたらした; balät—力づくで; sabhäm—集会堂; sudharmäm—スダルマー; sura-sat-tama—半

神達の中の最善者; ucitäm—〜に値する。 
    
 ヤドゥ王家のもっとも気高い英雄たちは、主シュリー・クリシュナの軍隊に守られていた

ために、どのような状況にあっても恐れることはなかった。だからこそかれらの足は、頂点

の半神たちにふさわしかったスダルマー集会堂の地を踏むことができたのであり、そしてか

れらの手から奪いとったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 主に直接仕える人々はどのような恐怖からでも主に守られており、力づくで集められた

品々であっても、その最善の質を楽しみます。主はすべての生命体と等しく接する方ですが、

とりわけ純粋な献愛者には強い愛情を感じていますから、かれらを大切にします。ドゥヴァ

ーラカーの都は、物質界で最高の質をそなえたもので富んでいたため、繁栄をきわめていま

した。ここで言われている国の集会堂は、特定の国の品位にもとづいて建てられています。

天界の惑星にあるその集会堂をスダルマーといい、最高位の半神の品位にふさわしいものと

されています。そのような集会堂は地上の国々とはまったく無縁の建物です。地球の人間は、

どれほど国が物質的に繁栄していてもそのような建築物を作ることはできないからです。と

ころがヤドゥ王家の人々は、主クリシュナが地上にいたときその天界の集会堂を力づくで地

球に取り寄せ、ドゥヴァーラカーに設置しました。かれらがそのような力を⾏使できたのは、

至高主クリシュナが自分たちに寛大であること、自分たちを守っていることを確信していた
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からです。言いかえれば、主は純粋な献愛者から宇宙でもっとも優れたものを提供される、

ということです。主クリシュナは、ヤドゥ王家の人々から宇宙で手に入る快適な環境と便宜

をすべて提供されていたのであり、その返礼として主の召使いたちは守られ、恐れることな

く暮らすことができたのです。 

 すべてを忘れ、条件づけられた魂は恐れを感じています。しかし、解放された魂はぜった

いに恐れません。父親の慈悲に完全にすがっている小さな子がだれも怖がらないのと同じで

す。眠っている状態にあり、主との永遠な絆を忘れている生命体にとって、恐れとは一種の

幻想です。『バガヴァッド・ギーター』（第２章・第20節）で言われているように、生命

体は決して死なないのですから、恐れる理由などどこにもありません。ある人が⻁の夢を見

て怖がっているとしても、起きて横にいる人は、⻁を見ているわけではありません。⻁は、

夢を見ている人、目覚めている人どちらにも架空の存在です。ほんとうは⻁などどこにもい

ないのですから。しかし、目覚めているときのことを忘れている人には恐怖そのものであり、

いっぽう、自分本来の立場を忘れていない人にはどこにも恐怖は存在しません。ヤドゥ王家

の人々は主への奉仕をとおして完全に目覚めていますから、どのような状況でも、恐ろしい

⻁はいませんでした。またたとえほんとうの⻁がいたとしても、主はそこでかれらを守って

くれていたのです。 

 

第第第第３３３３９９９９節節節節    
    

k-iÀtae_NaaMaYa&  TaaTa  >a]íTaeJaa  iv>aaiSa  Mae ) 
Al/BDaMaaNaae_vjaTa" ik&- va TaaTa icraeizTa" )) 39 )) 

    
kaccit te 'nämayaà täta 

bhrañöa-tejä vibhäsi me 

alabdha-mäno 'vajïätaù 

kià vä täta ciroñitaù 
    
 kaccit—〜かどうか; te—あなたの; anämayam—健康である; täta—弟よ; bhrañöa—失って; 

tejäù— 輝 き ; vibhäsi— 〜 に 見 え る ; me— 私 に と っ て ; alabdha-mänaù— 敬 意 が な い ; 

avajïätaù—無視されて; kim—〜かどうか; vä—または; täta—尾当とよ; ciroñitaù—⻑期の住

居ゆえに。 
    
 弟よ、アルジュナよ、いま健康かどうか教えてくれ。私には、おまえが体の輝きを失って

いるように見えるのだ。ドゥヴァーラカーに⻑くいたために、人から無礼を受けたり無視さ

れたりしたのか。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 マハーラージャはあらゆる角度からアルジュナにドゥヴァーラカーの福利について尋ね

ましたが、最後は、主シュリー・クリシュナがそこにいるかぎり、不吉なことなど起こるは

ずがない断定しました。しかし同時に、アルジュナがかれ本来の体の輝きを失ったように思

えたため、アルジュナの個人的な幸せについて、そして多くの重要な質問をしています。 

 

第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

k-iÀàai>ahTaae_>aavE"  XaBdaidi>arMa(r)lE/" ) 
Na dtaMau¢-MaiQaR>Ya AaXaYaa YaTPa[iTaé[uTaMa( )) 40 )) 

    
kaccin näbhihato 'bhävaiù 

çabdädibhir amaìgalaiù 

na dattam uktam arthibhya 

äçayä yat pratiçrutam 
    
 kaccit—〜かどうか; na—できなかった; abhihataù—〜に呼ばれた; abhävaiù—不親切に; 

çabda-ädibhiù—音によって; amaìgalaiù—不吉な; na—しなかった; dattam—慈善を施す; 

uktam—言われて; arthibhyaù—頼んだ者に; äçayä—希望と共に; yat—何; pratiçrutam—払う

べき約束。 
    

 だれかが冷たい言葉をおまえにかけたのか、それともおまえを脅したのか。慈善を乞うた

者に応えられなかったのか、あるいはだれかとの約束を破ったとでもいうのか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 クシャトリヤや裕福な人は、金銭を必要としている人たちの訪問を受けることがあります。

財産を持つ人は、寄付を乞われるとき、相手、場所、時間を考慮したうえで応えなくてはな

りません。クシャトリヤや裕福な人物がこの義務をまっとうできなければ、そのような言動

の不一致を悔やむはずです。同じように、慈善を施す約束を破ってはなりません。このよう

な不一致はときに失望の原因となり、義務がまっとうできなかった人が非難されることがあ

り、これがアルジュナの苦境の原因だったのかもしれません。 

 

第第第第４１４１４１４１節節節節    
    

k-iÀtv& b]aø<a& bal&/ Gaa& v*Ö& raeiGa<a& iñYaMa( ) 
Xar<aaePaSa*Ta&    Satv&   NaaTYaa+aq"   Xar<aPa[d" )) 41 )) 
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kaccit tvaà brähmaëaà bälaà 

gäà våddhaà rogiëaà striyam 

çaraëopasåtaà sattvaà 

nätyäkñéù çaraëa-pradaù 
    
 kaccit—〜かどうか; tvam—あなた自⾝; brähmaëam—ブラーフマナ達; bälam—子ども; 

gäm—牛; våddham—年老いた; rogiëam—病人; striyam—女性; çaraëa-upasåtam—助けを求め

ら れ て ; sattvam— ど の 生 命 体 も ; na— 〜 か ど う か ; atyäkñéù— 庇 護 を 与 え ず に ; 

çaraëa-pradaù—保護されるに値する。 
    
 おまえはいつも、ブラーフマナ、子ども、牛、女性、そして病人など、守られるべき者た

ちを守ってきた。そんなかれらがおまえに救いを求めてきたとき、それができなかったのだ

ろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 ブラーフマナは、社会が物質的にも精神的にも幸せになれるよう、いつも知識を高めよう

としている人々ですから、あらゆる面で国王の保護を受ける資格をそなえています。同じよ

うに、国内の子ども、牛、病人、女性、老人などはとくに、国からの、あるいはクシャトリ

ヤの国王の保護が必要です。仮に、そのような生命体たちがクシャトリヤ、王家、国家によ

って守られなければ、それはクシャトリヤや国にとってじつに恥ずべきことです。マハーラ

ージャ・ユディシュティラは、アルジュナにそのような義務不履⾏がじっさいに起こったの

ではと案じ、アルジュナに尋ねました。 

 

第第第第４２４２４２４２節節節節    
    

k-iÀtv& NaaGaMaae_GaMYaa& GaMYaa& vaSaTk*-Taa& iñYaMa( ) 
ParaiJaTaae    vaQa    >avaàaetaMaENaaRSaMaE"    PaiQa )) 42 )) 

    
kaccit tvaà nägamo 'gamyäà 

gamyäà väsat-kåtäà striyam 

paräjito vätha bhavän 

nottamair näsamaiù pathi 
    
 kaccit— 〜 か ど う か ; tvam— あ な た 自 ⾝ ; na— で は な い ; agamaù—did contact; 

agamyäm—impeachable; gamyäm—acceptable; vä—either; asat-kåtäm—improperly treated; 

striyam—a woman; paräjitaù—defeated by; vä—either; atha—after all; bhavän—your good self; 
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na—nor; uttamaiù—by superior power; na—not; asamaiù—by equals; pathi—on the road. 
    
 非難されてしかるべき女性とでも交わったのか、あるいはふさわしい女性を適切にもてな

さかったのか。それとも、おまえよりも弱い者か同じ力を持つ者に破れたのか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 この節からは、パーンダヴァ兄弟がいた当時は、男性と女性の自由な交わりは、ある一定

の条件下だけで許されていたことがわかります。優れた家系、つまりブラーフマナとクシャ

トリヤの男性は、ヴァイシャあるいはシュードラ社会の女性を妻として迎えることができま

すが、⾝分が劣る男性は高い⾝分の女性と交わることはできませんでした。クシャトリヤの

男性でも、ブラーフマナの女性と結ばれることはできません。ブラーフマナの妻は、７人の

⺟（実⺟、精神指導者あるいは教師の妻、ブラーフマナの妻、国王の妻、牛、乳⺟、地球）

の一人と考えられています。このような男女間の接触をウッタマ（uttama）あるいはアダ

マ（adhama）と言います。ブラーフマナの男性とクシャトリヤの女性の結びつきはウッタ

マですが、クシャトリヤの男性とブラーフマナの女性の関係はアダマとされ、非難の対象に

なります。女性から交際を求められた男性は拒否すべきではありませんが、同時に、上記の

ような状況も考慮されなくてはなりません。ビーマは、ヒディンビーというシュードラ以下

の女性から接触を求められ、ヤヤーティはシュクラーチャーリャの娘との結婚を断わりまし

た。シュクラーチャーリャがブラーフマナだったからです。またブラーフマナだったヴャー

サデーヴァはパーンドゥとドゥリタラーシュトラをもうけるために結婚を要請されました。

サテャヴァティーは漁師の家の娘でしたが、偉大なブラーフマナであるパラーシャラはサテ

ャヴァティーとのあいだにヴャーサデーヴァをもうけています。このように、女性との交わ

りについては多くの例が残されていますが、いずれの場合でも忌まわしいものとなったり、

その接触の結果が忌まわしいものになったりしたわけでもありません。男性と女性の交わり

は自然なことですが、それは規定原則にもとづいてなされるべきであり、そうすれば、社会

的な神聖な秩序が乱されることなく、また不必要で無価値な子孫が作られて世界が不安定に

なるのを避けることができます。 

 クシャトリヤが、力関係で劣るか等しい相手に負けるのは不名誉なことです。負けるとす

れば、自分よりも優れた力量を持つ相手でなくてはなりません。アルジュナはビーシュマデ

ーヴァに負けそうになったのですが、主クリシュナは、その窮地からアルジュナを救いまし

た。しかし、そのことがアルジュナの名誉を傷つけたわけではありません。ビーシュマデー

ヴァは、年齢、尊さ、力など、あらゆる面でアルジュナよりも優れていた人物でした。いっ

ぽうカルナはアルジュナと互角の力を持ち、そのためアルジュナはカルナとの戦いで窮地に

おちいりました。アルジュナは危機的状況に置かれ、そのために、カルナは不正な手段を使
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ってでさえ殺されなくてはなりませんでした。それはクシャトリヤのあいだでよく⾏なわれ

ることで、だからこそマハーラージャ・ユディシュティラは弟に、ドゥヴァーラカーから故

郷に戻ってくるとき、なにか望ましくないことが起こったのではないか、と尋ねているので

す。 

 

第第第第４３４３４３４３節節節節    
    

AiPa iSvTPaYaR>au&KQaaSTv& SaM>aaeJYaaNa( v*Öbal/k-aNa( ) 
JauGauiPSaTa&    k-MaR    ik-iÄTk*-Tavaà   Yad+aMaMa( )) 43 )) 

    
api svit parya-bhuìkthäs tvaà 

sambhojyän våddha-bälakän 

jugupsitaà karma kiïcit 

kåtavän na yad akñamam 
    
 api svit—もし〜そうだとしたら; parya—放置することで; bhuìkthäù—食事をした; tvam—

あなた自⾝; sambhojyän—共に食事をするにふさわしい; våddha—老人; bälakän—少年; 

jugupsitam—非道な; karma—⾏為; kiïcit—何か; kåtavän—あなたはしたに違いない; na—で

はない; yat—〜であるもの; akñamam—許せない。 
    
 おまえと食事をともにするべき老人や少年らを招かなかったのか。かれらを放っておいて、

自分だけ食事をしたわけではないだろうな。あるいは、非道な許しがたいまちがいを犯して

しまったわけではないのか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 世帯者なら、家族の子ども全員、そして老人、ブラーフマナ、病弱な人々に食事を提供す

る義務があります。さらに理想的な世帯者は、飢えている人がいれば、たとえ見知らぬ人で

あっても招き、自分よりもさきに食事を食べてもらわなくてはなりません。空腹な人がいな

いかどうか、道路に出て３度呼ぶのも世帯者のつとめです。このような定められた義務を無

視すれば、とくに老人や子どもたちの世話を無視すれば、それは許されない⾏為といえます。 

 

第第第第４４４４４４４４節節節節    
    

k-iÀTa(      Pa[eïTaMaeNaaQa      ôdYaeNaaTMabNDauNaa ) 
éUNYaae_iSMa rihTaae iNaTYa& MaNYaSae Tae_NYaQaa Na åk(- )) 44 )) 
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kaccit preñöhatamenätha 

hådayenätma-bandhunä 

çünyo 'smi rahito nityaà 

manyase te 'nyathä na ruk 
    
 kaccit—〜かどうか; preñöha-tamena—もっとも愛しい者に; atha—私の弟アルジュナ; 

hådayena—もっとも親しい; ätma-bandhunä—自分の友、主クリシュナ; çünyaù—空虚な; 

asmi—私な〜である; rahitaù—失って; nityam—いつまでも; manyase—あなたは考える; te—

あなたの; anyathä—さもなければ; na—決して〜にない; ruk—心の苦しみ。 
    
 それとも、もっとも親しい友、主クリシュナを失ったことで底知れぬむなしさを感じてい

るのだろうか。アルジュナよ。私には、おまえがこれほどふさぎこんでいる理由はほかには

考えられないのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    
 世界が変わっていくその訳をマハーラージャ・ユディシュティラは知ろうとしているので

すが、それはすでにかれ自⾝が、主シュリー・クリシュナがこの世界から離れていくのでは

ないかと推測した考えにもとづいており、それはいま、アルジュナが見せている深い落胆の

表情から明らかになっています。それ以外に、アルジュナがこれほどふさぎこむ可能性はあ

りえなかったからです。ですから、マハーラージャ・ユディシュティラはその推測が当たっ

ているのか定かではないのですが、シュリー・ナーラダがそれとなく話したことにもとづい

て、アルジュナに率直に尋ねるしかなかったのです。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 14

章、「主クリシュナの他界」の要旨解説を終了します。 


